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高齢者福祉施設等における感染防止対策の徹底について 

 

平素は、本県高齢者福祉行政の推進にご理解とご協力をいただき厚くお礼申

し上げます。 

さて、このたび県内の医療機関において、新型コロナウイルス感染症の院内

感染と考えられる事案が発生しました（患者累計 51 名（10 月 25 日現在））。 

医療機関に限らず施設・事業所での集団感染等は、施設・事業所の運営にも大

きな影響を与えるものです。また、今冬のインフルエンザ流行期では、インフル

エンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行も懸念されています。 

各施設・事業所での感染防止対策や利用者、職員の健康管理等については、マ

スクの着用や手洗い・手指消毒の徹底、「三つの密」（密閉・密集・密接）の回避

等に従来から取り組んでいただいているところですが、改めて対策の徹底をお

願いいたします。 

なお、施設・事業所内での感染等が疑われる事案が発生した場合は、速やかに

管轄健康福祉事務所・保健所に連絡いただきますよう重ねてお願いいたします。 

 

高齢政策課介護基盤整備班 

電話（代表）：078-341-7711 

通所系、訪問系：3107、2944、2945、2733 

施設系    ：2950、2951、2943 

e-mail：koreiseisaku@pref.hyogo.lg.jp 



感染リスクのある行動を避けましょう！ 
 

兵庫県内の新型コロナウイルスの新規感染者数は、９月１日から約２ヶ月間、１日当た

り 15 人程度の「感染警戒期」の水準が続いていましたが、クラスターの発生等もあり、

本日、直近１週間の平均が20人を超え、一段階上の「感染増加期」に入りました。 

兵庫県では、新規感染者が発生した場合、感染範囲を特定し、濃厚接触者や関係者に対

して直ちに幅広くＰＣＲ検査を行い、二次感染を防止する封じ込めを行っています。 

現在クラスターの発生原因について調査中ですが、大人数や長時間に及ぶ飲食等が原

因と考えられます。 

次の行動は感染リスクが高まりますので、特に注意してください。 

１ 飲酒を伴う懇親会等 

２ 大人数や長時間におよぶ飲食 

３ マスクなしでの会話 

 

そこで、県民、事業者の皆様には、次のことについてご理解・ご協力をよろしくお願い

します。 
 
【県民の皆様へ】 

○ガイドライン等に基づく感染防止策がなされていない感染リスクの高い施設（特に接

待を伴う飲食店、酒類の提供を行う飲食店、カラオケなど）の利用を控え、こうした

施設における大人数や長時間におよぶ会食や飲み会はやめましょう。若者グループは、

特に注意してください。 

また、大声での会話、回し飲みや箸などの共用は避けましょう。 

○３密の回避など、「ひょうごスタイル」に取り組んでください。特に、近距離の会話、

移動中の車やバスの車内でもマスクの着用を徹底してください。 

○多数の人が集まるような季節の行事へ参加する場合は、適切な人との距離の確保、手

指消毒、大声での会話の自粛等、適切な感染防止策を徹底しましょう。 

○接触確認アプリ「COCOA」、「兵庫県新型コロナ追跡システム」の利用をお願いします。 

 

【事業者の皆様へ】 

○ガイドライン等に基づく感染防止策を徹底し、｢感染防止対策宣言ポスター｣を掲示し

てください。 

○休憩室、喫煙所、更衣室なども含めて、職場や寮等における３密となる環境を避けて

ください。 

○医療機関、社会福祉施設などにおいても、あらためて感染防止対策の徹底をお願いし

ます。 

○「兵庫県新型コロナ追跡システム」への登録と、ＱＲコードのテーブルやカウンター

などでの掲示をお願いします。 

 
県民の皆様、事業者の皆様一人ひとりが「うつらない・うつさない」との強い思いで取り

組むことが大切です。一層のご理解、ご協力をお願いします。 

 
令和２年１０月２８日 

兵庫県知事  井 戸 敏 三 


